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要   旨：   オリーブ(Oleae europaea)の’Barnea’および’Souri’品種に関する 4年間の研究

で、水散布を５段階の速度で実施した。 
灌漑の増加は、油の収量増(樹木当り)とポリフェノール含量減をもたらし、高い
酸価の油となることが多い。この影響は「不作年」に顕著であった。 

 
脂肪酸組成は第一に結実レベルと品種に影響され第二に灌漑速度に影響された。 
オレイン酸とステアリン酸が「豊作年」に高いが、パルミチン酸、パルミトオ

レイン酸とリノール酸は「不作年」に多いという事実の結果として、飽和脂肪酸

と不飽和脂肪酸の比は「不作年」で「豊作年」より高く、そして１価不飽和脂肪

酸と多価不飽和脂肪酸の比は「豊作年」で高かった。 
 
スクワレンは’Souri’品種で’Barnea’品種よりも高く、結実サイクルの影響がなく、
最低の灌漑水準を受けている樹由来の油で常に低かった。 
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